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「未来をよりよいものに・・・」 
新年あけましておめでとうございます。冬休みは充実した時間を持つことができましたか。

新しい年を迎え、気持ちも新たに頑張ろうという決意をした人も多くいるでしょう。そこで、

その気持ちがフレッシュなうちにぜひ「未来を変えるには」ということを考えてほしいと思い

ます。  

未来は、ある程度決まっています。4 月から、1 年生は学校生活において部活動を含め、あ

らゆる面で実質的な先輩になります。2 年生は、いよいよ碓井義務教育学校最上級生になり 9

年生としての活躍が期待されます。3 年生は、それぞれがステップアップした世界に自分で出

発していきます。さて、半年後の自分はどのような自分でいたいでしょうか。なりたい自分へ

未来を変えるにはどうしたらいいか。答えを先に言ってしまうと、未来を変えるには「今とい

う瞬間を大切に精一杯生きる」ということです。 

今を大切にして、今できることにすべての力を注ぐこと・・・。私たちの「今」は、これま

での「過去」の積み重ねであり、私たちの「未来」は「今」の一瞬、一瞬の積み重ねの先にあ

るものだからです。過去は過ぎてしまった時間ですから変えることはできません。未来は、ま

だこの後に来る時間ですから先にどうこうできるものではありません。でも、未来が今の積み

重ねの上にあるとすれば「今を一生懸命生きること、今やることに全力を尽くすこと」で未来

は変えられるはずです。だから変えるのなら「今」なのです。３年生はもうすぐ受験本番です。

今できることに、やるべきことに全力を尽くし、自分で未来を切り拓いていってください。今

年一年の皆さんのさらなる学びと活躍を期待しています。 

１月・２月・３月の主な行事予定 
日・曜 行   事 日・曜 行   事 

１月１５日（日） 嘉飯新人駅伝大会 ７日（火） 県立高校推薦入試  

２０日（金） 私立高校専願推薦入試 １３日（月） 県立高校推薦入試内定通知 

２４日（火） 私立高校専願推薦入試発表 １５日（水） 期末考査第１日  

２５日（水） 県立高校特色化選抜入試 １６日（木） 期末考査第２日  

２７日（金） 新７年生入学説明会 １７日（金） 期末考査第３日 

３０日（月） 特色化選抜入試内定通知 ３月３日（金） 全校愛校作業 

３１日（火） 大和青藍高校一般入試 ７日（火） 公立高校一般入試・筆記 

２月１日（水） 近大附属福岡高校一般入試 ８日（水） 公立高校一般入試・面接等 

２日（木） 飯塚高校一般入試 １０日（金） 第７６回卒業証書授与式 

３日（金） 福岡地区私立前期入試 １６日（木） ※碓井小学校卒業諸処授与式 

６日（月） 筑豊地区私立合格発表  ２４日（金） 修了式 
 

新生徒会始動、「一心善進」！ 
３学期の始業式後、生徒会交代式が行われ、令和５年の新生徒会がスタートしました。 

碓井中学校の伝統をさらに発展させると誓った新しい生徒会執行部は、以下の通りです。 

【会 長】  

【副会長】  

【書 記】  

【学 習】                           【生 活】  

【清掃美化】                          【人 権】  

【体 育】 

【健康保健】 

冬休みには生徒会研修があり、新生徒会がいよ

いよ動き始めました。始業式後の生徒会集会で

は、今年の生徒会としての抱負を発表しました。 

生徒会スローガンは、「一心善進」です。意

味は「生徒一人ひとりが心を一つにし、おたがい

の笑顔のために考えて行動する。決めたことを最

後までやり抜きながら生徒全員が成長し碓井義

務教育学校の新たな歴史を創っていく。」です。生

徒会長の田中君を中心に生徒会一丸となり、生徒全員で碓井中学校、そして碓井義務挙育学

校を大きく前進させてほしいと思います。大いに期待しています。 

また、生徒一人一人、４月からの碓井義務教育学校、新しい進路先にむけて、この３学期

を生徒会中心にどのように過ごして碓井中学校の最後をしめくくるのかをみんなで考えて

いけたらよいと思います。 

～言葉の力について～ 
日本に限らず他の国々でも、言葉には不思議な力があるといわれています。かつて日本では、

「言霊（ことだま）」「言魂（ことたま）」ともいわれ、声に出した言葉が、現実の事象に対して

何らかの影響を与えると信じられ、よい言葉を発するとよいことが起こり、不吉な言葉を発する

と凶事が起こるとされる時代もありました。また、日本は「言魂の力によって幸せがもたらされ

る国」ともされていたようです。 

最近、子どもたちの言葉の力のなさが、いろいろな場面で話題になっています。例えば、自分

のいやな気持ちを、「ムカつく」「うざい」という一言で片づける場面が多くみられます。それは、

言葉の不足によるものともいわれます。SNSという自分の気持ちを伝える便利なツールがあるの

に言葉が足りないために思いもよらないトラブルになってしまうこともあるようです。また、一

方では立会演説会の演説のように立候補者、責任者共に立派に自分の言葉で主張を述べ、感動を

与えくれています。言葉をたくさん知っていれば、それだけ一つのことを深く考えることもでき

ます。自分の微妙な心持ちを適切に表現することもできるでしょう。言葉を知らなければ、知識

も増えません。語彙力を身につけることで人の豊かな感情を知り、世界が広がります。たった一

度の人生を豊かに生きるためにも、その一つとして語彙力を増やしてほしいなと思っています。 

最後に言葉の力について、イギリスの第 71 代首相でマーガレット・サッチャー氏の言葉を

贈ります。 

「考えは言葉となり、言葉は行動となり、行動は習慣となり、 

習慣は人格となり、人格は運命となる」 
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